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　公園の進化を考える」

熊本市都市政策研究所所長  蓑茂 壽太郎 

大正末期の腸チフスの爆発的流行
　今からおよそ百年前の大正末期、熊本市では 2 度にわたって
腸チフスが大流行しました。腸チフスとは、チフス菌に汚染さ
れた飲料水や食品を介して広がる伝染病であり、ひどくなると
39 から 40℃の高熱、下痢や血便などの症状を発症し、死亡する
場合もある危険な伝染病でした。第 1 回流行は、大正 13 （1924）
年 11 月から翌年 3 月にかけて罹患者 813 人、内死亡者数 174 人
（死亡率：21.4%） の爆発的流行が発生しました。このため、熊本
県は熊本市をチフス流行地に指定し、県・市・熊本県医師会は
共同して石油乳剤撒布 （消毒）、予防接種、衛生講話などの対策
を講じました。しかし、大正 15 年 1 月から 3 月にかけて第 2 回
流行が発生し、罹患者 1,411 人、内死亡者数 265 人 （死亡率
18.8%）にのぼる爆発的流行となりました。
　これを受け熊本市は防疫調査会を設置し、様々な調査研究を
行うとともに、対策の検討を進めました。大正 15 年には、石油
乳剤夏季全市撒布、接客業者を優先した予防接種などの対策が
講じられました。翌年の昭和 2 （1927） 年度当初予算では、石油
乳剤 6 か月間全市撒布、8 万人を対象とした予防接種に拡充され
ました。熊本市には明治 29 （1896） 年に九品寺に創設された白
川病院がありましたが、腸チフスの爆発的流行を契機に、これ
を拡充整備し、200 人の患者を収容することが可能となりました。
近傍の熊本医科大学附属病院 （現・熊本大学病院） と緊密に連携
した細菌検査室や、大規模な消毒施設などを有する西日本一の
伝染病病院と呼ばれていました。昭和 20 （1945） 年に空襲によ
り焼失しましたが、戦後、大江に再建されました。昭和 59 （1984） 
年には湖東の熊本市民病院に吸収され市民病院併設隔離病舎・
感染症科となり、その系譜は現在まで続いています。

上水道・下水道整備の必要性
　熊本県は大正 15 年 1 月に腸チフス大流行の原因は食用生牡蠣
であると結論づけました。しかし、腸チフスなどの水系感染症
の流行を防ぐためには、医療機関や塵芥施設などの社会資本、
特に上水道と下水道を整備し、都市の衛生環境を向上させるこ
とも必要であると考えられていました。熊本市では明治末に辛
島格第三代熊本市長が上下水道整備の必要性を訴え、まずは上
水道を優先整備することとし、大正 13 年 11 月に給水を開始し
ました。しかし、家庭への専用栓の引き込みは、各家庭の負担
であったため、井戸を使用し続ける家庭も多く、大正 14 年度末
の給水人口は、26,920 人に留まっていました。こうした背景の
もと、熊本市は防疫調査会の提言に基づき「良水不良水を定め
出来るだけ水道の普及をはかる事」を目的とした井戸の水質調
査を行いました。表紙地図は、地域指定（現在の用途地域）の
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審議の参考とするために、昭和3 年に熊本都市計画地方委員会が、
この水質調査の結果を地図上に写したものです。水前寺、大江、
新屋敷などは良水を示す青い点が比較的多い一方で、上通、下通、
新町、池田、京町、二本木、本山、春竹など市内の広い範囲で、
不良水を示す赤い点が目立ちます。こうした状況を改善するた
め、市議会では、上水道の拡張と普及促進が求められていました。
　加えて、人口増加や上水道給水開始に伴う使用水量の増加に
対し、排水施設の整備は十分とは言えませんでした。市内至る
所に汚水や汚泥が停滞し臭気がただよい、衛生環境は良好なも
のとは言えませんでした。また、かつては熊本城の内堀として
清流を誇った坪井川にも汚泥・汚水が沈滞し、さながらドブの
様な悪臭を発していました。これに対し水路整備や浚渫等の対
策が講じられていましたが、より近代的な下水道整備を求める
声もあがっていました。

衛生的な都市を目指して
　水問題を解決し衛生的な都市とするため、熊本市は上水道を
順次拡張します。特に、昭和 6 （1931） 年 11 月の昭和天皇行幸
と陸軍特別大演習を契機として大規模な拡張工事を行い、花畑
町（歩兵第 23 連隊跡地）、池田、京町、二本木、本山、春竹、
大江などの配水管網を順次整備しました。また、拡張工事と平
行して昭和 6 年 5 月から 10 月迄の期間限定で引き込み工事費の
4 割引を実施しました。この制度は、割引率や特典の内容を変え
ながら昭和 9 年度まで断続的に続けられ、昭和 9 年度末の給水
人口は 77,125 人に達しました。一方で熊本市は、昭和 2 年 5 月
に改良下水道（現在の公共下水道）の調査を開始し、昭和 6 年 3 
月に「熊本市改良下水道調査報告書」としてまとめました。こ
の報告書には管口径や路線の考え方、マス・管渠・吐き口等の
下水道施設の基本的な設計図、地質等の統計情報、大まかな路
線の構想などが盛り込まれていました。この様に、腸チフスの
爆発的流行をきっかけとして、熊本市の上水道・下水道の整備
は着実に動きはじめました。（職員研究員：木村 領）

本図の市中心部拡大図
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日時：令和2（2020）年 8月 28 日（金）　15時から
手法：オンラインによる遠隔開催

 　都市の成立に繋がったイギリスの産業革命と公園は深く関係
しています。近代都市の誕生後、ロンドンを中心とするスラム
地帯でコレラが発生しました。そうした感染症対策の一つに、
ロイヤルパークという王室の狩猟園の開放運動がありました。
新鮮な空気を吸い、太陽の光を浴びることで健康を維持すると
いう考えです。その後、公共の公園を新しく作る運動が起こり
ます。そこで当時は、都市の公園が「都市の肺臓」や「都市の窓」
と喩えられ、なくてはならない大事な空間となりました。
　また、工業化が進んでいたリバプールの郊外に作られたバー
ケンヘッドという公園では、公園の周りに住宅地を配置し、そ
の収益で公園を整備するという公園の外部経済を目論んだマネ
ジメントの考えをすでに取り込んでいます。これが約 170 年前
のことです。そうしたわけで、公園の未来を考えていく上では、
170 年前にまで遡って議論を広げ思考していかなければならない
と思います。
　日本の公園制度ができたのは、明治 6 年の太政官布達第 16 号
とされています。これによって公園地の指定が進み、続いて各
都市で公園の整備が本格化します。
　明治 6 年の東京では寛永寺の境内等に上野公園、芝の増上寺
境内に芝公園等が誕生します。そうした公園を維持管理するた
めには財源が必要でしたが、これを独立した会計で年度ごとに
内部留保もして、資金を備えて公園のマネジメントをしていた
資料もあり、工夫をすることによって知恵を出し公園経営をやっ
ていたわけです。これが約150年前の日本の公園です。熊本では、
明治 32 年に熊本市内に下川原公園ができています。白川の河川
敷に人造温泉を設けて食事を出したりして収入を得て経営をし
ていました。120 年前の熊本のことです。
　そして、関東地域で大震災がありました。防災の日となって
いる 9 月 1 日、大正 12 年のことです。この関東大震災の復興公
園は、いろんな意味で日本の公園の進化に貢献しました。これ
が約 100 年前のことです。熊本地震の際は、公園の備蓄倉庫の
物資を利用して人々が難を凌いでいました。有事の際に公園が
このように有効に機能するならば、公園が無くてはならない存
在であるということがよくわかると思います。
　以上、歴史的トピックを取り上げてきましたが、都市公園の
価値は次第に向上してきたと思います。それは機能の重層化と
言って良いと思います。都市公園に対する新しい使命が次々と
加わることによって公園は進化してきたと言うことができます。
　観光地のホテルに行くと、四季折々の風情を感じさせる公園
風景の眺めのいい部屋とそうでない部屋があり、この眺めの違
いで値段に差があります。そうした景色の便益を受けているの
に、ホテルは公園に直接はお金を払っていません。そうした現

象をきちんとした政策にまで昇華させる仕組みもできていない
からです。これからは公園の外部経済までを考えることが求め
られます。近隣公園を日常的に使っている人は、公園管理の経
費が必要なら少しは払う意思があることが研究されています。
これからは、それをきちんと計画すべきだと思います。
　全国で都市公園の整備が急速に進んだのは、昭和 47 年に社会
資本整備の長期計画 5 箇年計画が都市公園にも適用されてから
です。しかしその後、公園の量が増えていくのに公園の維持管
理費がそれに応じた伸びでないのが課題となりました。公園を
生むことから育てることへ社会はシフトしてきています。ストッ
クマネジメントをどう考えるかが大事な課題となっています。
　今後は、グリーンインフラの視点で個別機能に分化して造ら
れてきた公園を機能の統合として捉え直す必要があるように思
います。そこで必要なのがデザイン思考です。既存の公園の再
デザインが到来します。その流れの中で公園マネジメントが求
められるでしょう。コロナ禍において新しい日常やパブリック
スペースの使いこなし、さらには、公共の全てを行政が担うの
ではなく、市民が担う部分が増えていくはずです。
　日本社会は大きく変わってきています。その変化に公園は対
応しているのでしょうか。モノの消費からコトの消費に変わっ
てきていますが、そうなると単に昼食を提供すればいい、お土
産を置けばいい公園食堂や売店から公園レストランやパーク
ショップの時代になると思います。対応していくために民間の
活力やノウハウを活用していくことになります。近年の公民連
携の動きに必要なのは、ここでの大義と共感です。私は、多様
な公園サポーター制度による新時代が訪れると思っています。
加えて、空間を良くする事業だけでなく、プログラムを作るソ
フトの改革も同時にやらないと公園は進化しません。これを指
定管理者等の民間の力を入れることでスピード感豊かにやれた
と思います。その時大事なのがモニタリングです。反響を見て
次をやることが、公園行政では非常に重要だと感じています。
　最後に、これから風景主導の社会が来ると思います。公園を
核として地域の再デザインを考える。熊本で車道をシンボルプ
ロムナードに変えるプロジェクトが達成できそうなのは、地域
が公園を作り、地域力が公園をよみがえらせるという相互作用
の基本的理念があるからだと思います。地域と公園を一体的に
扱い、公園のマネジメントで終わるのではなく、その周辺を含
めたエリアマネジメントというものに展開していく。そうする
ことによって、既存の公園が本当に都市で生かされるというこ
と。そこが重要です。そこで大事なのが人材です。人財と呼べ
る人の育成が重要になります。
　人の関わりが、公園の落ち葉をごみではなくアートにする。
落ち葉が落ちて終わるのではなく、それをきれいに映るものに
する。それをその公園の訪問者が知ったら公園の価値は倍増す
るのではないでしょうか。

〔第 30回講演会要旨〕
　熊本市都市政策研究所所長　蓑茂 壽太郎

感染症によるパンデミックと全国都市緑化くまもとフェア 2022 との間に

講演会要旨の文責は都市政策研究所にあります。内容の詳細は都市政策研究所ホームページに掲載いたします。

公園の進化を考える

令和２（2020）年 12月発行

　令和 2（2020）年に発生したコロナ禍は経済や市民生活に深
刻な打撃を与えています。一旦は減少傾向となった感染者数も 7
月下旬から急激に増加し、未だ終息の見込みは立っていません。
こうした状況に対応するため、当研究所でもコロナ禍に係る調
査研究に新たに取り組んでいます。
　その1 つとして、職員研究員の木村 領、博士研究員の山田 聰亮、
職員併任研究員の藤井 可の 3 名で特別研究チームを結成し、テ
キストデータの計量分析を通じて市民の持つ不安や行政上の課
題を明らかにする調査研究に取り組んでいます。計量テキスト
分析とは、テキストデータを単語に分け、単語の出現回数や頻度、
共起関係（単語と単語が同時に出現する割合）等から、潜在的
な課題や解決のヒントを探究するものです。例えば、右図は、
令和 2 年 4 月から 8 月に寄せられたコロナ禍に関する「市長へ
の手紙」と「私の提言」のテキストデータに使用されている単
語の内、出現頻度上位 50 位内の単語を示したワードクラウドで
す。文字サイズが大きいほど、その単語の出現頻度が高いこと
を示しています。
　これをみると、4 月から 6 月にかけて、休校中の子どもの居場
所や預け先、家計負担、学校での感染防止、休校中の授業の遅
れや再開後の進め方、夏休みのあり方など様々な文脈で子ども
に関することが大きな話題となっており、青字で示す「子ども」
「学校」「保育園・幼稚園」「授業」「夏休み」といった単語が高
頻度で出現しています。一方 7 月に入ると、感染者数が増加し
感染リスクに対する懸念の声が多くなり、茶色字で示す「感染」
「感染者」「リスク」の出現頻度が高くなっています。また、緑
字で示す「マスク」「三密」「消毒」などの感染症対策に関する
単語は 4 月から 8 月まで高頻度で出現し続けています。特に、7
月は、マスクを着けない人が増えたという声や、マスクは熱中
症のリスクもあるなど様々な文脈でマスクに関する意見が寄せ
られており、「マスク」の出現頻度が高くなっています。
　月ごとの話題を見ると、緊急事態宣言が発令され様々な活動
が自粛されていた 4 月は、自粛に対して積極的な意見（飲食店
やパチンコ店は営業をやめるべきなど）と消極的な意見（活動
が停滞し教育や経済に悪影響が出ているなど）が多数寄せられ
ています。このため赤字で示す「緊急事態宣言」「自粛」「休業」「休
校」「休」が頻出しています。
　5 月と 6 月は特別定額給付金の支給開始に伴い、オンライン申
請が上手く行かない、マイナンバーカードの取得で窓口が混雑
し長時間待った、書類が届かない、給付はいつになるのかなど
給付金申請に関する意見が多く寄せられており、橙字で示す「給
付金」「申請」「オンライン」「マイナンバー」が頻出しています。
　また、6 月から 7 月にかけて、感染者の行動履歴を含めた正確・
迅速・詳細な情報提供を求める声、日々の感染者数だけでなく
入院者数・回復者（退院者）数・予防策・支援策・施設の混雑
情報など多様な情報発信を求める声など情報提供や報道に対す

る意見が多く寄せられるようになり、紫色字で示す「情報」「報道」
「SNS」といった単語の出現頻度が高くなっています。
　7 月は、大都市での感染拡大や Go To キャンペーン開始等に伴
い、県をまたぐ移動に対する懸念の声が寄せられており、水色
字で示した「県外」「移動」の頻度が高くなっています。
　8 月は「検査」や「公共交通機関」などが話題となっています。
一方で、これまで話題となった語のいずれもが突出することな
く出現していることも特徴の 1つです。
　この様に、計量テキスト分析から、市民がコロナ禍に対して
どの様な不安や課題を抱えているのか、状況の変化によりどの
様に変わっているのかが分かります。（職員研究員：木村 領）

コロナ禍に対する市民の声分析 -「市長への手紙」と「私の提言」からみる市民の声の内容と変化 -

1 回 /1,000 語

新型コロナウイルス関連の調査研究については、随時都市政策研究所ホームページに掲載いたします。
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日時：令和2（2020）年 8月 28 日（金）　15時から
手法：オンラインによる遠隔開催

 　都市の成立に繋がったイギリスの産業革命と公園は深く関係
しています。近代都市の誕生後、ロンドンを中心とするスラム
地帯でコレラが発生しました。そうした感染症対策の一つに、
ロイヤルパークという王室の狩猟園の開放運動がありました。
新鮮な空気を吸い、太陽の光を浴びることで健康を維持すると
いう考えです。その後、公共の公園を新しく作る運動が起こり
ます。そこで当時は、都市の公園が「都市の肺臓」や「都市の窓」
と喩えられ、なくてはならない大事な空間となりました。
　また、工業化が進んでいたリバプールの郊外に作られたバー
ケンヘッドという公園では、公園の周りに住宅地を配置し、そ
の収益で公園を整備するという公園の外部経済を目論んだマネ
ジメントの考えをすでに取り込んでいます。これが約 170 年前
のことです。そうしたわけで、公園の未来を考えていく上では、
170 年前にまで遡って議論を広げ思考していかなければならない
と思います。
　日本の公園制度ができたのは、明治 6 年の太政官布達第 16 号
とされています。これによって公園地の指定が進み、続いて各
都市で公園の整備が本格化します。
　明治 6 年の東京では寛永寺の境内等に上野公園、芝の増上寺
境内に芝公園等が誕生します。そうした公園を維持管理するた
めには財源が必要でしたが、これを独立した会計で年度ごとに
内部留保もして、資金を備えて公園のマネジメントをしていた
資料もあり、工夫をすることによって知恵を出し公園経営をやっ
ていたわけです。これが約150年前の日本の公園です。熊本では、
明治 32 年に熊本市内に下川原公園ができています。白川の河川
敷に人造温泉を設けて食事を出したりして収入を得て経営をし
ていました。120 年前の熊本のことです。
　そして、関東地域で大震災がありました。防災の日となって
いる 9 月 1 日、大正 12 年のことです。この関東大震災の復興公
園は、いろんな意味で日本の公園の進化に貢献しました。これ
が約 100 年前のことです。熊本地震の際は、公園の備蓄倉庫の
物資を利用して人々が難を凌いでいました。有事の際に公園が
このように有効に機能するならば、公園が無くてはならない存
在であるということがよくわかると思います。
　以上、歴史的トピックを取り上げてきましたが、都市公園の
価値は次第に向上してきたと思います。それは機能の重層化と
言って良いと思います。都市公園に対する新しい使命が次々と
加わることによって公園は進化してきたと言うことができます。
　観光地のホテルに行くと、四季折々の風情を感じさせる公園
風景の眺めのいい部屋とそうでない部屋があり、この眺めの違
いで値段に差があります。そうした景色の便益を受けているの
に、ホテルは公園に直接はお金を払っていません。そうした現

象をきちんとした政策にまで昇華させる仕組みもできていない
からです。これからは公園の外部経済までを考えることが求め
られます。近隣公園を日常的に使っている人は、公園管理の経
費が必要なら少しは払う意思があることが研究されています。
これからは、それをきちんと計画すべきだと思います。
　全国で都市公園の整備が急速に進んだのは、昭和 47 年に社会
資本整備の長期計画 5 箇年計画が都市公園にも適用されてから
です。しかしその後、公園の量が増えていくのに公園の維持管
理費がそれに応じた伸びでないのが課題となりました。公園を
生むことから育てることへ社会はシフトしてきています。ストッ
クマネジメントをどう考えるかが大事な課題となっています。
　今後は、グリーンインフラの視点で個別機能に分化して造ら
れてきた公園を機能の統合として捉え直す必要があるように思
います。そこで必要なのがデザイン思考です。既存の公園の再
デザインが到来します。その流れの中で公園マネジメントが求
められるでしょう。コロナ禍において新しい日常やパブリック
スペースの使いこなし、さらには、公共の全てを行政が担うの
ではなく、市民が担う部分が増えていくはずです。
　日本社会は大きく変わってきています。その変化に公園は対
応しているのでしょうか。モノの消費からコトの消費に変わっ
てきていますが、そうなると単に昼食を提供すればいい、お土
産を置けばいい公園食堂や売店から公園レストランやパーク
ショップの時代になると思います。対応していくために民間の
活力やノウハウを活用していくことになります。近年の公民連
携の動きに必要なのは、ここでの大義と共感です。私は、多様
な公園サポーター制度による新時代が訪れると思っています。
加えて、空間を良くする事業だけでなく、プログラムを作るソ
フトの改革も同時にやらないと公園は進化しません。これを指
定管理者等の民間の力を入れることでスピード感豊かにやれた
と思います。その時大事なのがモニタリングです。反響を見て
次をやることが、公園行政では非常に重要だと感じています。
　最後に、これから風景主導の社会が来ると思います。公園を
核として地域の再デザインを考える。熊本で車道をシンボルプ
ロムナードに変えるプロジェクトが達成できそうなのは、地域
が公園を作り、地域力が公園をよみがえらせるという相互作用
の基本的理念があるからだと思います。地域と公園を一体的に
扱い、公園のマネジメントで終わるのではなく、その周辺を含
めたエリアマネジメントというものに展開していく。そうする
ことによって、既存の公園が本当に都市で生かされるというこ
と。そこが重要です。そこで大事なのが人材です。人財と呼べ
る人の育成が重要になります。
　人の関わりが、公園の落ち葉をごみではなくアートにする。
落ち葉が落ちて終わるのではなく、それをきれいに映るものに
する。それをその公園の訪問者が知ったら公園の価値は倍増す
るのではないでしょうか。

〔第 30回講演会要旨〕
　熊本市都市政策研究所所長　蓑茂 壽太郎

感染症によるパンデミックと全国都市緑化くまもとフェア 2022 との間に

講演会要旨の文責は都市政策研究所にあります。内容の詳細は都市政策研究所ホームページに掲載いたします。

公園の進化を考える
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　令和 2（2020）年に発生したコロナ禍は経済や市民生活に深
刻な打撃を与えています。一旦は減少傾向となった感染者数も 7
月下旬から急激に増加し、未だ終息の見込みは立っていません。
こうした状況に対応するため、当研究所でもコロナ禍に係る調
査研究に新たに取り組んでいます。
　その1 つとして、職員研究員の木村 領、博士研究員の山田 聰亮、
職員併任研究員の藤井 可の 3 名で特別研究チームを結成し、テ
キストデータの計量分析を通じて市民の持つ不安や行政上の課
題を明らかにする調査研究に取り組んでいます。計量テキスト
分析とは、テキストデータを単語に分け、単語の出現回数や頻度、
共起関係（単語と単語が同時に出現する割合）等から、潜在的
な課題や解決のヒントを探究するものです。例えば、右図は、
令和 2 年 4 月から 8 月に寄せられたコロナ禍に関する「市長へ
の手紙」と「私の提言」のテキストデータに使用されている単
語の内、出現頻度上位 50 位内の単語を示したワードクラウドで
す。文字サイズが大きいほど、その単語の出現頻度が高いこと
を示しています。
　これをみると、4 月から 6 月にかけて、休校中の子どもの居場
所や預け先、家計負担、学校での感染防止、休校中の授業の遅
れや再開後の進め方、夏休みのあり方など様々な文脈で子ども
に関することが大きな話題となっており、青字で示す「子ども」
「学校」「保育園・幼稚園」「授業」「夏休み」といった単語が高
頻度で出現しています。一方 7 月に入ると、感染者数が増加し
感染リスクに対する懸念の声が多くなり、茶色字で示す「感染」
「感染者」「リスク」の出現頻度が高くなっています。また、緑
字で示す「マスク」「三密」「消毒」などの感染症対策に関する
単語は 4 月から 8 月まで高頻度で出現し続けています。特に、7
月は、マスクを着けない人が増えたという声や、マスクは熱中
症のリスクもあるなど様々な文脈でマスクに関する意見が寄せ
られており、「マスク」の出現頻度が高くなっています。
　月ごとの話題を見ると、緊急事態宣言が発令され様々な活動
が自粛されていた 4 月は、自粛に対して積極的な意見（飲食店
やパチンコ店は営業をやめるべきなど）と消極的な意見（活動
が停滞し教育や経済に悪影響が出ているなど）が多数寄せられ
ています。このため赤字で示す「緊急事態宣言」「自粛」「休業」「休
校」「休」が頻出しています。
　5 月と 6 月は特別定額給付金の支給開始に伴い、オンライン申
請が上手く行かない、マイナンバーカードの取得で窓口が混雑
し長時間待った、書類が届かない、給付はいつになるのかなど
給付金申請に関する意見が多く寄せられており、橙字で示す「給
付金」「申請」「オンライン」「マイナンバー」が頻出しています。
　また、6 月から 7 月にかけて、感染者の行動履歴を含めた正確・
迅速・詳細な情報提供を求める声、日々の感染者数だけでなく
入院者数・回復者（退院者）数・予防策・支援策・施設の混雑
情報など多様な情報発信を求める声など情報提供や報道に対す

る意見が多く寄せられるようになり、紫色字で示す「情報」「報道」
「SNS」といった単語の出現頻度が高くなっています。
　7 月は、大都市での感染拡大や Go To キャンペーン開始等に伴
い、県をまたぐ移動に対する懸念の声が寄せられており、水色
字で示した「県外」「移動」の頻度が高くなっています。
　8 月は「検査」や「公共交通機関」などが話題となっています。
一方で、これまで話題となった語のいずれもが突出することな
く出現していることも特徴の 1つです。
　この様に、計量テキスト分析から、市民がコロナ禍に対して
どの様な不安や課題を抱えているのか、状況の変化によりどの
様に変わっているのかが分かります。（職員研究員：木村 領）

コロナ禍に対する市民の声分析 -「市長への手紙」と「私の提言」からみる市民の声の内容と変化 -

1 回 /1,000 語

新型コロナウイルス関連の調査研究については、随時都市政策研究所ホームページに掲載いたします。
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　日本造園学会では、毎年春に全国大会が開催され、造園・ラ
ンドスケープに関する研究発表会やポスター発表、シンポジウ
ムやフォーラムなどの行事を通して、学術的な交流のほか、情
報交換や人的ネットワークの構築が図られています。今年度は、
当初 5月に兵庫県立大学にて開催予定でしたが、新型コロナウィ
ルス感染症拡大防止のため、オンライン開催に変更されました。
研究発表やポスター発表では発表資料が Web 上に掲載され、コ
メント機能を用いて質疑応答や議論が行われました。
　このポスターセッションに、当研究所研究員の市川薫が参加
し、熊本市域の「どんどや」に関する研究について発表しました。
どんどやは、全国的には「どんど焼き」や「左義長」の名前で
知られる小正月の火祭り行事です。内容は地域により異なりま
すが、竹などで組んだ櫓を正月飾りや書初めと共に燃やして、
一年の無病息災を祈るもので、北海道や東北地方北部を除き全
国各地で行われていると言われています。伝統的な年中行事は、
都市化や生活スタイルの変化、高齢化などにより、衰退する傾
向にありますが、どんどやについては内容を変化させつつも、
現代でも比較的盛んに行われています。研究では、開催場所等
のデータ分析や事例調査により、熊本市域のどんどやの開催状
況を把握し、開催特徴の違いを都市化程度等によって整理しま
した。その結果、熊本市内では 2020 年には 170 以上のどんど
やが開催されており、それらは市域に広く分布していること、

学会参加 2020 年度日本造園学会全国大会ポスターセッション

調査研究 日本オラクル株式会社とのブロックチェーン技術検証

活動報告

市街化程度に応じて異なる開催規模や内容のどんどやの事例が
見られることを明らかにしました。市域で開催されているどん
どやは、地域の様々な人々や組織を知る機会となり、コミュニ
ティ形成への一定の寄与が期待できると考えられますが、行事
全体の運営の担い手や、櫓づくりの担い手、材料調達に関する
課題などもあり、さらに研究していく必要があります。
　オンライン開催ではありましたが、コメント機能を用いて質
問を受けて回答するなど、閲覧者とのコミュニケーションもは
かることができました。（博士研究員：市川 薫）

　現在の熊本市の情報公開窓口において、市民の文書開示請求
や既存公開情報の閲覧は来庁が原則であり、情報公開の一連の
手続きは紙やメディア媒体が利用されているため、市民サービ
スの向上や関連職員の事務軽減を図る観点からインターネット
上での文書公開請求が求められています。
　その解決手段の一つとして、市民がインターネット上で手続
きができ、インターネット上に公開された行政文書に対する改
ざん防止が期待されるブロックチェーンという技術に着目をし
ました。この技術を民間等に提供している日本オラクル株式会
社の技術協力のもと、ブロッ
クチェーンクラウド環境下に
Webアプリケーション、ブロッ
クチェーン、データベースを
構築し、疑似データを用いて
実際の情報公開窓口での運用
の流れに沿って検証しました。
　検証の結果、申請から公開
までの期間が短縮できる等市
民サービスの向上が図れるこ
と、主に情報公開窓口職員の
事務量を軽減出来る等行政事

務の効率向上につながること、改ざん検知と防止機能を確保で
きる等行政データの信頼性向上につながることが確認できまし
た。ただし、ブロックチェーン技術については、どのような場
合でも上記のような結果が見込めるわけではなく、現在のシス
テムや業務との関連性を考慮する必要があります。したがって、
今後は実際の導入に向けての課題や他の行政事務への展開にお
ける課題なども検討する必要があります。
（併任研究員：川筋 友博）

実証実験の範囲と公開文書へのブロックチェーン応用イメージ
（出典）日本オラクル株式会社（2020）『情報公開文書へのブロックチェーン応用実証実験システム説明資料』一部編集
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山田 聰亮博士研究員

　熊本市の中心部の桜町・花畑地区に令和元（2019）年 9 月 14
日に開業した大型商業施設「サクラマチクマモト」が先月 1 周
年を迎えました。このサクラマチクマモトを含めた熊本交通セ
ンター周辺の一連の開発は民間の業者とともに熊本市も参画し
ており「熊本都市計画桜町地区市街地再開発事業」として、現
在も事業が進められています。行政が行うこのような再開発事
業の効果は、民間主導による事業とは異なり、売上や収益のよ
うな直接見える形で現れません。しかし、再開発事業には多額
の資金が投入されるので、その効果をエビデンスとして示す必
要が出てきます。そのための方法として、これまで仮想評価法
やトラベルコスト法、コンジョイント分析法など、さまざまな
研究手法が開発されました。そのような分析手法の一つにヘド
ニック・アプローチというものがあります。当研究所では現在、
この分析手法を用いて桜町の再開発事業の効果を分析している
ので、その手法について解説したいと思います。
　公園の整備や新たな駅の設置、今回取り上げる桜町で進めら
れているような再開発事業などによって周辺の環境が改善する
と、その近辺で住宅や土地の取引が活発になり、一般的に地価
が上昇すると考えられます。一見、このような地価の変化を観
察すれば当該事業の効果の測定ができそうですが、地価は経済
や社会の状況にも左右されるため、単純に地価の変化を見ただ
けでは当該事業の効果を測定できたとは言えません。また、地
価は都心に近いかどうか、インフラが整備されているかどうか、
駅に近いかどうかなど様々な要因の影響を受けます。ヘドニッ
ク・アプローチはこのような地価に影響を与える様々な条件を
そろえることで、事業が行われたところとそうでないところの
相対的な地価の変化の差を推計し、当該事業の効果を明らかに
する分析方法です。
　毎年国土交通省が公表する 1 月 1 日時点の標準地の公示地価
を用いて、実際に桜町での再開発の事例を見てみましょう。上
述のように、地価に影響を与える要因の 1 つに都心に近いかど
うかということがあります。熊本市の場合、中心市街地から郊

桜町再開発が地価にあたえる影響

外に向けて遠くなればなるほど地価が下落することが予想され
ます。下図は、このことを表した図で、桜町のバスターミナル
から郊外に向け車を走らせたばあいに、各標準地までにかかる
運転時間と地価の関係を描いたものです。また、中心市街地の
主要な地点を大きな点で塗りつぶしています。
　まず、左側のサクラマチクマモトが開業する前の平成 29 年の
グラフを見ると、運転時間と地価の関係を表す灰色の線を参照
することで、郊外へ向け車を走らせると、運転時間が長い、つ
まり中心市街地から遠く離れた地点ほど地価が減少する傾向が
読み取れます。中心市街地に近くなればそれだけ地価が高くな
るということが言えますが、下通など中心市街地の主要地点は
運転時間と地価の関係を表す灰色の線から大きく外れているこ
とが分かります。次に、右側のサクラマチクマモト開業後の令
和 2 年のグラフを見ると、中心市街地の各地点の地価が、やは
り灰色の線よりも高いところにあることが分かります。中心市
街地の各地点が、郊外などの他の地点と比べて平成 29 年よりも
令和 2 年のほうがさらに高ければ、桜町の再開発の効果が表れ
ていると言えます。そこで、比較のため両方の図の右側に点線
と実線で楕円を描きました。平成 29 年に点線の楕円の上半部に
ある点が、令和2年になると楕円の上側の線により接近しており、
これらの地点の地価がこの間に上昇したことが分かります。ま
た、平成 29 年に実線の楕円の下方にあった多くの点が上昇し、
実線の楕円の中に入っています。両方の図から熊本市のほとん
どの標準地の地価は平成 29 年から令和 2 年にかけてほとんど変
化していませんが、再開発が行われた市の中心部だけ地価が上
昇し、再開発事業の効果が表れています。
　今回比較したデータでは中心市街地以外のデータにあまり変
化がありませんでしたが、経済状況などが大きく変化し、運転
時間と地価の関係を表す灰色線の傾きや切片などが大きく変化
した場合でも再開発の効果がどの程度あったのかを同様の手法
で統計学的に明らかにすることができます。

（2017） （2020）
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　日本造園学会では、毎年春に全国大会が開催され、造園・ラ
ンドスケープに関する研究発表会やポスター発表、シンポジウ
ムやフォーラムなどの行事を通して、学術的な交流のほか、情
報交換や人的ネットワークの構築が図られています。今年度は、
当初 5月に兵庫県立大学にて開催予定でしたが、新型コロナウィ
ルス感染症拡大防止のため、オンライン開催に変更されました。
研究発表やポスター発表では発表資料が Web 上に掲載され、コ
メント機能を用いて質疑応答や議論が行われました。
　このポスターセッションに、当研究所研究員の市川薫が参加
し、熊本市域の「どんどや」に関する研究について発表しました。
どんどやは、全国的には「どんど焼き」や「左義長」の名前で
知られる小正月の火祭り行事です。内容は地域により異なりま
すが、竹などで組んだ櫓を正月飾りや書初めと共に燃やして、
一年の無病息災を祈るもので、北海道や東北地方北部を除き全
国各地で行われていると言われています。伝統的な年中行事は、
都市化や生活スタイルの変化、高齢化などにより、衰退する傾
向にありますが、どんどやについては内容を変化させつつも、
現代でも比較的盛んに行われています。研究では、開催場所等
のデータ分析や事例調査により、熊本市域のどんどやの開催状
況を把握し、開催特徴の違いを都市化程度等によって整理しま
した。その結果、熊本市内では 2020 年には 170 以上のどんど
やが開催されており、それらは市域に広く分布していること、

学会参加 2020 年度日本造園学会全国大会ポスターセッション

調査研究 日本オラクル株式会社とのブロックチェーン技術検証

活動報告

市街化程度に応じて異なる開催規模や内容のどんどやの事例が
見られることを明らかにしました。市域で開催されているどん
どやは、地域の様々な人々や組織を知る機会となり、コミュニ
ティ形成への一定の寄与が期待できると考えられますが、行事
全体の運営の担い手や、櫓づくりの担い手、材料調達に関する
課題などもあり、さらに研究していく必要があります。
　オンライン開催ではありましたが、コメント機能を用いて質
問を受けて回答するなど、閲覧者とのコミュニケーションもは
かることができました。（博士研究員：市川 薫）

　現在の熊本市の情報公開窓口において、市民の文書開示請求
や既存公開情報の閲覧は来庁が原則であり、情報公開の一連の
手続きは紙やメディア媒体が利用されているため、市民サービ
スの向上や関連職員の事務軽減を図る観点からインターネット
上での文書公開請求が求められています。
　その解決手段の一つとして、市民がインターネット上で手続
きができ、インターネット上に公開された行政文書に対する改
ざん防止が期待されるブロックチェーンという技術に着目をし
ました。この技術を民間等に提供している日本オラクル株式会
社の技術協力のもと、ブロッ
クチェーンクラウド環境下に
Webアプリケーション、ブロッ
クチェーン、データベースを
構築し、疑似データを用いて
実際の情報公開窓口での運用
の流れに沿って検証しました。
　検証の結果、申請から公開
までの期間が短縮できる等市
民サービスの向上が図れるこ
と、主に情報公開窓口職員の
事務量を軽減出来る等行政事

務の効率向上につながること、改ざん検知と防止機能を確保で
きる等行政データの信頼性向上につながることが確認できまし
た。ただし、ブロックチェーン技術については、どのような場
合でも上記のような結果が見込めるわけではなく、現在のシス
テムや業務との関連性を考慮する必要があります。したがって、
今後は実際の導入に向けての課題や他の行政事務への展開にお
ける課題なども検討する必要があります。
（併任研究員：川筋 友博）

実証実験の範囲と公開文書へのブロックチェーン応用イメージ
（出典）日本オラクル株式会社（2020）『情報公開文書へのブロックチェーン応用実証実験システム説明資料』一部編集
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　熊本市の中心部の桜町・花畑地区に令和元（2019）年 9 月 14
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けでは当該事業の効果を測定できたとは言えません。また、地
価は都心に近いかどうか、インフラが整備されているかどうか、
駅に近いかどうかなど様々な要因の影響を受けます。ヘドニッ
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相対的な地価の変化の差を推計し、当該事業の効果を明らかに
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を用いて、実際に桜町での再開発の事例を見てみましょう。上
述のように、地価に影響を与える要因の 1 つに都心に近いかど
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桜町再開発が地価にあたえる影響
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ていると言えます。そこで、比較のため両方の図の右側に点線
と実線で楕円を描きました。平成 29 年に点線の楕円の上半部に
ある点が、令和2年になると楕円の上側の線により接近しており、
これらの地点の地価がこの間に上昇したことが分かります。ま
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実線の楕円の中に入っています。両方の図から熊本市のほとん
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化していませんが、再開発が行われた市の中心部だけ地価が上
昇し、再開発事業の効果が表れています。
　今回比較したデータでは中心市街地以外のデータにあまり変
化がありませんでしたが、経済状況などが大きく変化し、運転
時間と地価の関係を表す灰色線の傾きや切片などが大きく変化
した場合でも再開発の効果がどの程度あったのかを同様の手法
で統計学的に明らかにすることができます。
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表 1：BCI と BLOS

図 1：BCI の可視化 ( 左 ) と熊本市の地形 ( 右 )

図 1：BCI 結果の可視化（左）と熊本市の地形（右）

　

劉 強　博士（工学）令和 2（2020）年 6 月に着任した劉強と申
します。平成 25（2013）年に中国から来日し、熊本大学大学院
自然科学研究科で、自転車走行環境の評価に関する調査・研究
に従事し、修士（工学）及び博士（工学）の学位を取得しました。
自転車は持続可能な社会を目指すうえで重要な交通手段であり、
その走行環境を改善し、利用を推進することは環境政策の観点
からも重要です。欧米ではすでに自転車の走行環境を評価する
方法が開発され、走行環境改善のための政策に活かされていま
す。このような欧米の事例を参考に、博士後期課程では日本の
事情に合わせた、独自の評価モデルの開発を行いました。ここ
では、その概要を紹介します。今後は、当研究所で自転車利用
についてのデータを収集し、博士後期課程で開発した評価モデ
ルの改良を行い、自転車道路の整備の際の費用対効果などの検
証に貢献できるような研究を進めていきたいと思います。

　自転車は環境と体に優しい交通手段として世界中で評価され
ており、特に欧米では走行時の満足度を評価する方法が開発さ
れ、走行環境の改善に活かされています。私は、欧米の満足度
評価モデルの有効性を熊本市の道路で検証し、問題点を整理して、
日本の事情に適した新しい評価モデルを構築しました（Liu,2020）。
　欧米で用いられる代表的な評価モデルは 2 つあり、1 つはハー
ケイ（Harkey,1998）博士の研究チームが開発した Bicycle 
Compatibility Index（BCI）で、も う 1 つ は ラ ン デ ィ ス
（Landis,1997）博士らによる Bicycle Level of Service （BLOS）
です。共に自転車道の幅員や並走する自動車の速度などの要因か
ら自転車利用者の満足度を測定するものです。
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　まず、これらの評価モデルを熊本市で使えるか検証すること
から始めました。BLOS については自転車走行環境の評価に必要
な路面状況を点数化した要因が、日本ではそもそも公表されて
いないので使えませんでした。一方、BCI は自転車が車道のみを
走ることを想定しています。日本には「自転車通行可」の標識
がある歩道もありますが、そのような歩道の自転車走行環境は
BCI で評価することはできません。そこで、熊本市の車道につい
て、自転車走行環境を BCI で評価し、その有効性を検証しました。

　図１の左図は熊本市内の道路を BCI で評価した地図です。赤い
円で囲まれた部分に濃い赤線の道路が見受けられますが、これ
は BCI による評価が高い道路を表しています。図１の右図は地形
図で、その色合いから赤い円内の地域は山中にあり、地面の起
伏が激しい土地だということが分かります。このような地形は
自転車の走行に適しておらず、満足度の評価は低くなければな
りませんが、実際には BCI は高い値を示しているということにな
ります。BCI が高くなったのは自動車の往来が少ないことと、
BCI が坂道を考慮しないということに主な原因があります。日本
は欧米に比べ、山地が国土に占める割合が大きいうえ、起伏の
激しい土地が多いことから、坂道の影響を考慮しない BCI は日本
の自転車走行環境を評価するのに適していないことが分かりま
した。また、上述のように、BCI は自転車が歩道を走行できるケー
スを分析できないという問題もあります。以上の問題点を念頭
に、BLOS と BCI を参考にしながら、自転車の通行が許可されて
いる歩道と坂道の影響も考慮した、日本の事情に適した評価モ
デルを構築しました。
　評価モデルの作成には自転車走行時の満足度のデータを収集
する必要があります。BLOS の実験では被験者が実際に道路を走
ることでデータを収集しました。一方、BCI では簡易的な実験方
法が取られ、被験者が走行環境をビデオモニターで確認するこ
とで得られたデータが用いられました。実道路での実験のほう
が望ましいデータが得られますが、実験に気を取られながらの
走行は交通事故を誘発する恐れがあり危険です。一方、ビデ

劉 強博士研究員
日本の現状に対応した

自転車の走行環境改善に向けた評価方法モデル
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図 3：ビデオの撮影方法と撮影箇所

図 2：360°VR ビデオ実験の様子

図 4：満足度評価と道路属性（一部）との関係

オモニターで走行環境を確認するだけでは、実際の走り心地が
データに反映されません。そこで、日本の道路事情に適したモ
デルを開発するにあたって、画像が被験者の頭と連動し、立体
音声で臨場感が高く、安全性も高い 360 度 VR（図２）を使用し
ました。360 度 VR の使用は画期的な実験方法であり、被験者は
現場に行く必要がないので安全性の確保と時間及び費用の節約
が実現します。さらに、その臨場感から実道路での実験に近い
正確なデータを収集することができます。

　実験では熊本市内の歩道及び車道16か所地点（図３）について、
被験者 89 人に 5段階で満足度（1: 非常に不満～ 5：非常に満足）
を評価してもらいました。

　図 4 は得られたデータの分析結果の一部です。自転車が通過
できる主な道路の種別は車道、歩道および路肩になります。こ
れらの幅員と満足度の関係を表したのが図 4 の上 3 つのグラフ
です。ただし、車道については道路全体よりも自転車が通過で
きる車線に注目しました。3 つのグラフのいずれにおいても、自
転車が走行できる幅員が大きくなると自転車利用者の満足度も
大きくなる傾向が読み取れます。また、図4の１番下のグラフは、
車道と歩道を含んだ道路全体の幅員と満足度の関係を表してお
り、自転車が通過しない部分も含めて、道路全体の幅員が大き
い場合も満足度が大きくなることを示しています。さらに、高

度な統計学的手法を用いれば、満足度に対して上り坂は負の影
響、下り坂は正の影響を与えることや、周囲の走行環境が緑地
や住宅地の場合、満足度が大きくなることも分かりました。また、
自転車の走行が許可されている歩道では、自動車に気を払う必
要がないので満足度が大きくなることも分かりました。

　
　このモデルを用いれば、自転車道路の整備に当たり、当該の
計画内容が自転車利用者にとって十分な成果をもたらすか、工
事前に費用対効果（B/C）などを検証することができます。都市
や交通に関連する計画を策定する際の実態調査で、将来実際に
道路を使用する自転車利用者の評価を考慮することができるよ
うになったことが、私の研究の大きな成果です。
（参考文献）
・Liu, Q. et al. (2020) Evaluating cyclists' perception of satisfaction using 360 ° 
videos. Transp. Res. A. 132, 205-213.
・Harkey, D. et al. (1998) The bicycle compatibility index: a level-of-service concept. 
Report No. FHWA-RD-98-095.
・Landis, B.W. et al. (1997) Real-time human perceptions toward a bicycle level of 
service. Transp. Res. Rec. 1785, 119-126.
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事情に合わせた、独自の評価モデルの開発を行いました。ここ
では、その概要を紹介します。今後は、当研究所で自転車利用
についてのデータを収集し、博士後期課程で開発した評価モデ
ルの改良を行い、自転車道路の整備の際の費用対効果などの検
証に貢献できるような研究を進めていきたいと思います。

　自転車は環境と体に優しい交通手段として世界中で評価され
ており、特に欧米では走行時の満足度を評価する方法が開発さ
れ、走行環境の改善に活かされています。私は、欧米の満足度
評価モデルの有効性を熊本市の道路で検証し、問題点を整理して、
日本の事情に適した新しい評価モデルを構築しました（Liu,2020）。
　欧米で用いられる代表的な評価モデルは 2 つあり、1 つはハー
ケイ（Harkey,1998）博士の研究チームが開発した Bicycle 
Compatibility Index（BCI）で、も う 1 つ は ラ ン デ ィ ス
（Landis,1997）博士らによる Bicycle Level of Service （BLOS）
です。共に自転車道の幅員や並走する自動車の速度などの要因か
ら自転車利用者の満足度を測定するものです。
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　まず、これらの評価モデルを熊本市で使えるか検証すること
から始めました。BLOS については自転車走行環境の評価に必要
な路面状況を点数化した要因が、日本ではそもそも公表されて
いないので使えませんでした。一方、BCI は自転車が車道のみを
走ることを想定しています。日本には「自転車通行可」の標識
がある歩道もありますが、そのような歩道の自転車走行環境は
BCI で評価することはできません。そこで、熊本市の車道につい
て、自転車走行環境を BCI で評価し、その有効性を検証しました。

　図１の左図は熊本市内の道路を BCI で評価した地図です。赤い
円で囲まれた部分に濃い赤線の道路が見受けられますが、これ
は BCI による評価が高い道路を表しています。図１の右図は地形
図で、その色合いから赤い円内の地域は山中にあり、地面の起
伏が激しい土地だということが分かります。このような地形は
自転車の走行に適しておらず、満足度の評価は低くなければな
りませんが、実際には BCI は高い値を示しているということにな
ります。BCI が高くなったのは自動車の往来が少ないことと、
BCI が坂道を考慮しないということに主な原因があります。日本
は欧米に比べ、山地が国土に占める割合が大きいうえ、起伏の
激しい土地が多いことから、坂道の影響を考慮しない BCI は日本
の自転車走行環境を評価するのに適していないことが分かりま
した。また、上述のように、BCI は自転車が歩道を走行できるケー
スを分析できないという問題もあります。以上の問題点を念頭
に、BLOS と BCI を参考にしながら、自転車の通行が許可されて
いる歩道と坂道の影響も考慮した、日本の事情に適した評価モ
デルを構築しました。
　評価モデルの作成には自転車走行時の満足度のデータを収集
する必要があります。BLOS の実験では被験者が実際に道路を走
ることでデータを収集しました。一方、BCI では簡易的な実験方
法が取られ、被験者が走行環境をビデオモニターで確認するこ
とで得られたデータが用いられました。実道路での実験のほう
が望ましいデータが得られますが、実験に気を取られながらの
走行は交通事故を誘発する恐れがあり危険です。一方、ビデ
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図 3：ビデオの撮影方法と撮影箇所

図 2：360°VR ビデオ実験の様子

図 4：満足度評価と道路属性（一部）との関係

オモニターで走行環境を確認するだけでは、実際の走り心地が
データに反映されません。そこで、日本の道路事情に適したモ
デルを開発するにあたって、画像が被験者の頭と連動し、立体
音声で臨場感が高く、安全性も高い 360 度 VR（図２）を使用し
ました。360 度 VR の使用は画期的な実験方法であり、被験者は
現場に行く必要がないので安全性の確保と時間及び費用の節約
が実現します。さらに、その臨場感から実道路での実験に近い
正確なデータを収集することができます。

　実験では熊本市内の歩道及び車道16か所地点（図３）について、
被験者 89 人に 5段階で満足度（1: 非常に不満～ 5：非常に満足）
を評価してもらいました。

　図 4 は得られたデータの分析結果の一部です。自転車が通過
できる主な道路の種別は車道、歩道および路肩になります。こ
れらの幅員と満足度の関係を表したのが図 4 の上 3 つのグラフ
です。ただし、車道については道路全体よりも自転車が通過で
きる車線に注目しました。3 つのグラフのいずれにおいても、自
転車が走行できる幅員が大きくなると自転車利用者の満足度も
大きくなる傾向が読み取れます。また、図4の１番下のグラフは、
車道と歩道を含んだ道路全体の幅員と満足度の関係を表してお
り、自転車が通過しない部分も含めて、道路全体の幅員が大き
い場合も満足度が大きくなることを示しています。さらに、高

度な統計学的手法を用いれば、満足度に対して上り坂は負の影
響、下り坂は正の影響を与えることや、周囲の走行環境が緑地
や住宅地の場合、満足度が大きくなることも分かりました。また、
自転車の走行が許可されている歩道では、自動車に気を払う必
要がないので満足度が大きくなることも分かりました。

　
　このモデルを用いれば、自転車道路の整備に当たり、当該の
計画内容が自転車利用者にとって十分な成果をもたらすか、工
事前に費用対効果（B/C）などを検証することができます。都市
や交通に関連する計画を策定する際の実態調査で、将来実際に
道路を使用する自転車利用者の評価を考慮することができるよ
うになったことが、私の研究の大きな成果です。
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